
第９８回日本医療機器学会大会併設機器展示会 

メディカルショージャパン＆ビジネスエキスポ 2023 

「福島県ブース」出展企業の募集について 

 

 

 福島県では、メディカルショージャパン＆ビジネスエキスポ 2023「福島県ブース」へ

出展いただく企業を募集いたします。 

医療機器学会併設の展示会ですので、医療従事者や関係メーカーの方の訪問が期待でき

ます。福島県に立地しており医療関連産業に携わっている企業の皆様や、新たに参入を目

指している企業の皆様。「福島県ブース」の一員としての出展を、是非御検討ください！  

 

１ 募集内容 

 （１）展示会名称  

 メディカルショージャパン＆ビジネスエキスポ 2023 

 （２）展示会日時  

 ２０２３年６月２９日（木）～７月１日（土） 

 （３）場所 

  パシフィコ横浜 展示ホールＡ 

（横浜市西区みなとみらい１－１－１） 

 （４）主催  

 （一社）日本医療機器学会 

     大会長 深柄 和彦（東京大学医学部附属病院 手術部・教授）  

 （５）募集対象   

 「福島県ブース」出展企業（８社程度） 

 （６）出展資格   

 下記ア～ウ全てを満たす企業 

 ア 福島県内に事業所・製造所を有する企業（本社の所在は不問） 

 イ 医療機器に関連する製品、材料・部品を製造し、納品実績がある企業（医療機 

   器製造業登録の有無は不問）又は、今後医療機器関連業界へ新規参入を目指す 

   企業 

 ウ 出展各社と県で構成する実行委員会（仮称：福島県メディカルショージャパン 

   2023出展実行委員会）への参加が可能な企業 

   ※ 実行委員会について 

     例年、出展各社の意見を反映させるため、実行委員会を立ち上げています。 

     実行委員会では、「福島県ブース」出展に係る費用の検討及び執行を行うほ 

      か、出展に関して必要な事項について協議し、決定します。 

（例年、事務局は県が担当し、実行委員長や会計担当など各役職については、 

 出展企業の中から依頼しています。） 

 （７）展示対象 

自社で製造した（又は研究開発を進めている）医療機器関連の製品、材料・部品（ 

医療機器への応用を想定したものを含む）及びこれらに関連する技術 

 



（８）展示方法   

「福島県ブース」を設置し、出展各社はブース内で上記展示対象品を展示する。 

※ ８小間に福島県ブースを設置予定（基礎小間をベースに装飾）。 

※ 展示においては、パネル等を各社独自で準備し、自社のアピールポイントを 

分かりやすく説明していただくことを想定しています。 

また、希望する出展企業には、展示会場内でプレゼンテーションによるＰＲ 

を行っていただくことを予定しています。（約１５分程度） 

※ 展示会場における販売行為は禁止されています。 

 

（参考）２０２２年（令和４年）開催時の「福島県ブース」実績 

  ◆７企業・団体が福島県ブースとして出展 

  ◆名刺交換数３０１枚 

  ※２０２０年及び２０２１年は新型コロナウイルスの感染拡大の影響により中止 

 

 

２ メディカルショージャパン＆ビジネスエキスポの特徴 

（１）（一社）日本医療機器学会の学会大会と展示場が併設されているため、多くの医

療従事者が入場します。 

（２）直近の開催地及び延べ入場者数（３日間）は、以下のとおりです。 

   2018 年（横浜、5,744 名）、2019 年（大阪、6,395 名）、2022 年（横浜、3,270 名） 

（３）学会大会では、スケジュールの途中で「メディカルショー見学休憩」を設け、入

場者を展示場へ誘導するなど、併設である展示会へも十分な配慮がなされていま

す。 

（４）（一社）日本医療機器学会で、滅菌、洗浄、医療機器管理等をテーマにしたプロ

グラムが多く行われることから、出展企業の製品区分は「病院設備機器、衛生材

料及び衛生用品」が多いです。 

 

３ 「福島県ブース」に参加するメリット 

 （１）平成１７年度からスタートした県の「次世代医療産業集積プロジェクト」により、

福島県は国内屈指の医療機器生産県に成長しました。今日では、医療機器産業先進県

として「ふくしま」ブランドが確立されています。 



また、同プロジェクトの一環で、平成２８年１１月に開所した「ふくしま医療機器

開発支援センター」は、国内外の関係者から注目を集めており、「ふくしま」ブラン

ドに更なる磨きをかけています。 

出展各社がこの「ふくしま」ブランドを活用し、「チームふくしま」として一体と

なったＰＲを行うことにより、効果的な誘客を見込むことができます。 

（２）出展料や装飾工事費などの出展費用について、企業単独出展の場合、約３０～５０ 

万円程度かかりますが、「福島県ブース」の場合、県の補助により、出展社の費用負 

担が大幅に軽減されます。 

 さらに、「チームふくしま」として統一感のある、ＰＲ力のあるブース内で製品等 

の展示を行うことができます。 

 

４ 出展費用について  

（１）出展費用に係る予算は、出展各社と県で構成する実行委員会（仮称：福島県メディ 

   カルショージャパン 2023出展実行委員会）で協議の上決定し、執行します。 

（２）出展費用の財源は、県の補助金を予定しております。 

  ※ 令和５年度は出展費用に関する各社の負担金が発生しないよう、調整を進めてお

ります。 

（３）実行委員会で執行する出展費用の内訳は、出展料、装飾工事費、広告費（福島県ブ 

   ースのガイドブック等）などを想定しています。 

※ 当日の展示品の送料や旅費、その他、出展社独自の費用については、実行委員会

の予算に含まれず、別途自己負担となります。 

 

５ 申込方法 

別紙 「出展申込書」に必要事項を記載の上、令和５年３月２４日（金）までに 

下記申込先あてに電子メールにてお申し込みください。       

◆お申込・お問合せ先 

福島県商工労働部 医療関連産業集積推進室（担当：飯村） 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ medical-unit@pref.fukushima.lg.jp 

電話     024-521-7282 

※ 申込多数の場合等、必要に応じて出展企業を県で選定する場合がありますの 

で、予め御了承下さい。 

https://dneo-ap.pref.fukushima.lg.jp/cgi-bin/dneo/zwmljs.cgi?_=1645777616052

